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災害公営住宅座談会で
強 い 声

県へ・県内外の扱いを公平に

座
談
会
を
平
成
25
年

２
月
27
日
か
ら
７
月
20

日
ま
で
の
間
、
県
内
外

で
計
18
回
開
催
し
ま
し

た
。座

談
会
で
は
、
災
害

公
営
住
宅
の
早
期
整
備

や
入
居
方
法
・
仮
設
住

宅
の
改
善
・
中
間
貯
蔵

施
設
・
賠
償
・
除
染
・
町
・

議
会
の
対
応
の
あ
り
方

に
つ
い
て
多
く
の
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
会
は
内
容
を
精
査

し
、
議
員
全
員
が
共
通

認
識
を
持
っ
て
対
応
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。な

お
、
座
談
会
は
７

月
末
受
付
を
も
っ
て
終

了
と
し
、
町
民
の
声
の

実
現
に
向
け
、
関
係
機

関
と
の
協
議
を
行
い
ま

す
。回

答
に
つ
い
て
は
、

議
会
だ
よ
り
、タ
ブ
レ
ッ

ト
に
て
随
時
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

災害公営住宅・安心して生活できる住環境を

除染・復興のかなめであり効果的な除染を

仮設住宅・さらなる改善を求める

建築予定戸数は平成25年度500戸、26年度1000戸と公表されているが、「最終的にどこの市町村に何戸

できるのか」「障がい者への配慮はされているのか」「一戸建はできるのか」「いつ入居できるのか」「希望ど

おり入居できるのか」「現在のコミュニティは維持できるのか」「家賃はどの程度か」全体像を具体的に示

してほしいとの声が多くありました。…

　入居が長びく中、設備の改善を求める声が多数ありました。…… … … … …

　◇ひさしの設置及び改善　◇結露及び雨水対策　◇床板の改善　◇建物の総点検　◇建物修理の県対

応の迅速化… … … … … … … … … … … …

　除染後線量がもどってしまうのではないか、フレコンバッグの耐用年数等、不安の声が多くありまし

た。また除染の必要性を疑問視する声もありました。

　墓地の除染、住宅の解体除染、家の中に保管しているゴミの早期回収等の要望もありました。…

　借上げ住宅の扱いを県外でも同じにしてほしいとの声がありました。…

　いわき市の鹿島町に設置されている仮設住宅に隣接する道路の拡幅工事を県に要望してほしいとの声

がありました。…… … … … … … … … … … …
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いつできるの！

議会へ・無料化の継続を

賠償・生活再建に向けて

中間貯蔵施設・信頼関係を築く情報公開

町へ・身近な生活に支援を

相 談 窓 口

タブレット

郵便ポスト

住環境整備

賠 償

教 育

福 祉

復興に向けて

懇 談 会

屋 根 補 修

原子力災害

送 迎 バ ス

今後の生活再建に不安があるため、町に相談する機関を設置してほしい… …

書き込みを可能にしてほしい… … … … … … … …

仮設住宅内に設置してほしい… … … … … … … …

町で土地を購入し、分譲してほしい… … … … … … …

町外コミュニティは国・県まかせではなく町から提案すべき… … … …

町長が先頭に立ち交渉してほしい… … … … … … …

津波被災者に対する救済はどうするのか… … … … … …

小中学校の統廃合はどう考えているのか… … … … … …

避難生活により子供を持つ親のストレスが溜まっている。親のケアが必要ではないか…

障がいをもつ人の働く場がない。国の機関と連携し提供してほしい… … …

線量の高い地域にメガソーラー発電施設等を設置し、復興の足がかりとしてはどうか…

復興委員会のメンバーに放射線に詳しい人材を登用してはどうか… … …

町長自ら定期的に開催してほしい… … … … … … …

納屋の屋根もシート養生してほしい… … … … … … …

今回の事故による避難行動を検証し、他の立地地域の防災対策に活かしてほしい…

買い物や通院に利用している送迎バスの運用を見直してほしい…… … …

　財物賠償に対する不満、精神的損害賠償の増額、５年後の精神的損害賠償の継続を訴える声がありま

した。また、顧問弁護士の増員を求める要望もありました。… … … … … …

　建設場所・設置期間・搬入計画・容量等、全容が見えないことへの不満、調査の進捗に応じた情報公

開を求める声が多く出されました。施設設置には、賛否それぞれの意見がありました。… …

　高速道路の無料化・医療費の一部免除の継続、タブレットを活用した議会活動の報告、座談会の定期

的な開催などの意見・要望が出されました。… … … … … … … …
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お盆にお墓まいりお盆にお墓まいり
議会の要望実現議会の要望実現

　

町
内
の
防
災
行
政
無
線
の
電
波
調
査
を

行
い
ま
す
。　

　

町
内
へ
立
入
す
る
方
や
様
々
な
作
業
を

行
う
方
の
安
全
を
守
る
た
め
に
防
災
無
線

の
運
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　

帰
還
困
難
区
域
28
カ
所
の
共
同
墓
地
に

つ
い
て
、
安
全
に
お
墓
ま
い
り
が
で
き
る

よ
う
倒
壊
し
た
墓
石
等
を
移
動
し
仮
置
き

し
ま
す
。

　

自
由
に
帰
宅
で
き
る
中
屋
敷
地
区
、
大

川
原
地
区
の
住
民
へ
フ
ィ
ル
ム
バ
ッ
ジ
を

配
布
し
ま
す
。

　

震
災
以
降
初
め
て
参
加
し
ま
す
。

　

今
年
は
相
馬
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

中
央
台
霊
園
の
使
用
料
、
管
理
料
が
返

還
で
き
る
よ
う
に
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　

購
入
後
建
立
し
て
い
な
い
方
が
対
象
で

年
数
に
よ
り
金
額
を
返
還
し
ま
す
。

平
成
25
年
６
月
定
例
会
は
６
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
一
般
会
計
補
正
予
算
を
始
め
、
条
例
改
正
な
ど
５
議
案
を
審

議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
に
た
い

す
る
国
民
健
康
保
険
税
が
引
き
続
き
減
免

と
な
り
ま
す
。

　

現
在
は
減
免
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
の
動
向
に
注
目
が
必
要
で
す
。

共
同
墓
地
整
備

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　

28
カ
所
の
共
同
墓
地

整
備
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
倒
壊
の
恐
れ

が
あ
る
墓
石
は
何
カ
所

で
、
ど
の
様
な
工
法
で
積

算
し
た
の
か
。

　

ま
た
環
境
省
で
実
施
す

る
共
同
墓
地
の
除
草
と
合

わ
せ
、
お
盆
の
お
墓
ま
い

り
に
間
に
合
う
の
か
。

　
　

約
1
3
0
0
の
墓
石

が
あ
り
、
倒
壊
率
は
68
％

で
積
算
し
た
。

　

工
法
は
ク
レ
ー
ン
と
手

作
業
で
実
施
す
る
。
ず
れ

て
い
る
も
の
は
も
と
に
戻

し
、
倒
壊
し
て
い
る
も
の

は
、
安
全
を
考
え
、
崩
れ

な
い
よ
う
に
仮
置
き
す
る
。

　
　

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
は
毎
年
参
加
し
て
ほ
し

い
が
苦
労
を
と
も
な
う
。

　

選
手
の
招
集
方
法
と
参

加
種
目
は
。

　
　

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
８
月
４
日
に
開
催
さ
れ

る
。
町
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
・
卓

球
の
３
種
目
が
参
加
可
能

と
考
え
て
い
る
。

　

招
集
方
法
は
、チ
ー
ム
・

団
体
の
部
長
に
推
薦
を
依

頼
し
て
い
る
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
　

ま
た
環
境
省
の
共
同
墓

地
の
除
草
は
、
お
盆
ま
で

に
終
了
す
る
よ
う
に
お
願

い
し
て
い
る
。

１
億
２
２
２
４
万
円

１
３
１
万
円

使
用
料
、
管
理
料
を
返
還

平
成
25
年
度
も
減
免

６
８
９
万
円

８
４
０
万
円

共
同
墓
地
の
整
備

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

中
央
台
霊
園

国
保
税

防
災
行
政
無
線
調
査

放
射
線
対
策

家族みんなで墓まいり



5 おおくま議会だより第26号
2013年8月１日発行

一  

般  

質  

問

　
　

県
は
、
避
難
区
域

の
農
地
荒
廃
を
防
ぐ
た

め
、
農
家
が
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
の
燃
料
と
な
る
農
作

物
の
栽
培
を
進
め
る
よ

う
、
来
春
に
も
市
町
村
と

連
携
し
て
支
援
に
乗
り
出

す
。生

産
者
は
食
用
の
農
作

物
を
生
産
で
き
る
よ
う
に

な
る
ま
で
、
代
わ
り
に
エ

タ
ノ
ー
ル
の
原
材
料
や
野

菜
類
、
牧
草
を
作
付
け
し

営
農
意
欲
を
保
ち
な
が
ら

農
地
の
維
持
環
境
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。

大
熊
町
は
大
川
原
地
区

の
一
部
の
先
行
除
染
も
終

わ
り
6
月
か
ら
は
大
川
原

地
区
、
中
屋
敷
地
区
の
本

格
除
染
が
始
ま
る
。

農
地
に
多
額
の
除
染
費

用
を
か
け
10
セ
ン
チ
土
を

剥
い
で
き
れ
い
に
し
て
も

草
木
が
生
え
て
し
ま
う
。

営
農
意
欲
が
薄
れ
、
除
染

　
　

大
熊
町
内
に
廃
炉

技
術
開
発
施
設
の
誘
致
を

要
望
し
た
が
、
国
で
は
楢

葉
南
工
業
団
地
に
２
０
１

５
年
3
月
ま
で
運
用
開
始

を
し
た
い
と
し
て
い
る
。

町
は
引
き
続
き
施
設
の

要
望
ま
た
は
、
関
連
企
業

の
誘
致
を
要
望
す
る
の

か
。ま

た
廃
炉
、
除
染
作
業

員
は
広
野
町
、
い
わ
き
市

そ
し
て
県
内
外
か
ら
時
間

を
か
け
て
通
勤
し
て
い

る
。
当
分
、
宿
泊
は
で
き

な
い
が
事
業
者
の
事
務
所

や
倉
庫
と
し
て
大
川
原
の

除
染
し
た
場
所
を
活
用
で

き
な
い
か
、
町
長
の
見
解

を
問
う
。

　
　

新
た
な
産
業
の
創

出
、
施
設
の
誘
致
に
取
り

組
み
を
続
け
て
い
る
。

楢
葉
町
は
来
年
の
春
に

費
用
も
無
駄
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
。

町
は
農
地
を
除
染
し
た

あ
と
、
ど
の
よ
う
に
管
理

し
て
い
く
の
か
、
町
長
の

見
解
を
問
う
。

　
　

農
業
を
再
開
す
る

に
も
水
の
問
題
、
除
染
や

表
土
の
剥
ぎ
取
り
に
よ
り

困
難
な
状
況
に
あ
る
。
仮

に
作
付
け
可
能
で
あ
っ
て

も
風
評
被
害
の
問
題
が
あ

る
。
当
面
は
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

所
有
者
管
理
が
で
き
な

け
れ
ば
、
町
が
直
接
関
わ

る
か
管
理
組
合
等
を
設
置

す
る
か
、
委
託
事
業
と
し

て
実
施
す
る
の
か
、
方
法

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

も
帰
還
を
判
断
す
る
と
い

う
状
況
な
の
で
廃
炉
技
術

開
発
施
設
の
設
置
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

大
川
原
地
区
の
利
活
用

の
件
は
、
先
ず
は
荒
廃
防

止
策
を
進
め
、
そ
の
後
は

今
後
進
め
て
い
く
除
染
の

基
地
、
町
内
の
治
安
を
維

阿
部

阿
部

町
長

町
長

阿
部
　
光
國 

議
員 町

政
を
問
う
　
復
興
へ
の
課
題
を
と
ら
え
て

　 除染後の農地の管理は

　 状況を見極め検討する

問

答

大
川
原
先
行
除
染

除
染
完
了
地
の
利
活
用

持
す
る
基
地
と
考
え
て
い

る
。収

束
、
廃
炉
、
除
染
作

業
に
携
わ
る
方
々
の
ご
苦

労
を
考
え
た
と
き
に
、
土

地
所
有
者
の
理
解
が
得
ら

れ
れ
ば
複
合
的
な
課
題
は

あ
る
が
検
討
し
て
い
く
。

除染後４カ月
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一  

般  

質  

問
　
　

最
近
、
町
内
で
空

き
巣
が
多
発
し
て
い
る
。

そ
れ
も
悪あ

く
ら
つ辣

な
手
口
で
あ

る
。６

月
１
日
一
時
帰
宅
し

た
折
、
町
内
を
見
て
廻
っ

た
。
道
路
一
本
奥
に
入
っ

た
と
こ
ろ
は
、
軒
並
み
被

害
を
受
け
て
い
た
。
町
民

の
弱
み
に
つ
け
込
ん
だ

“
火
事
場
ド
ロ
ボ
ー
”
は

絶
対
許
せ
な
い
思
い
で
帰

っ
て
き
た
。

作
業
用
通
行
証
を
持
っ

て
い
る
車
両
に
つ
い
て

は
、
一
台
一
台
全
て
の
行

き
先
を
監
視
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。
町
内
ど

こ
に
で
も
入
っ
て
い
け
る

の
で
、
防
犯
上
、
町
は
無

法
地
帯
と
云
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

６
月
17
日
か
ら
は
、
通

勤
通
院
等
に
関
す
る
要
件

が
緩
和
さ
れ
、
町
内
に
入

る
車
両
の
増
加
も
予
想
さ

れ
る
。

今
後
、
町
内
道
路
の
要

所
に
バ
リ
ケ
ー
ド
等
を
設

置
し
て
防
犯
対
策
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ

で
も
被
害
が
続
く
よ
う
で

　

 

火
事
場
ド
ロ
ボ
ー
を
許
す
な

　

 

防
犯
カ
メ
ラ
で
対
応

あ
れ
ば
、
監
視
カ
メ
ラ
の

設
置
も
考
え
る
必
要
が
あ

る
。町

民
の
安
全
・
安
心
と

財
産
を
守
る
と
い
う
大
き

な
義
務
と
責
任
と
使
命
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
町
長

の
見
解
は
。

　
　

最
近
、
町
内
に
て

悪
質
な
空
き
巣
が
続
発
し

て
お
り
、
一
時
立
入
り
し

た
町
民
が
自
宅
で
泥
棒
と

鉢
合
わ
せ
す
る
事
態
が
あ

っ
た
。
町
民
に
怪
我
が
無

か
っ
た
の
が
不
幸
中
の
幸

い
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
事

件
が
続
発
す
る
よ
う
で

は
、
町
民
の
安
全
・
安
心

は
守
れ
な
い
。

ふ
た
ば
警
察
署
に
対

し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

を
以
前
よ
り
申
し
入
れ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
無
人

地
帯
の
た
め
、
目
が
届
き

き
れ
な
い
場
所
が
あ
る
よ

う
だ
。

ま
た
、
17
日
か
ら
は
日

中
の
主
要
道
路
の
通
過
交

通
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
通

伊藤　昌夫 議員

問答伊
藤

町
長

過
車
両
の
増
加
も
予
想
さ

れ
る
。
こ
の
た
め
通
過
ル

ー
ト
沿
い
の
防
犯
対
策
と

し
て
、
６
月
17
日
ま
で
に

国
道
６
号
線
沿
線
に
つ
い

て
は
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置

す
る
。

ま
た
、
国
道
２
８
８
号

線
か
ら
の
通
過
交
通
に
つ

い
て
も
、
今
ま
で
県
道
小

良
ヶ
浜
・
野
上
線
が
主
ル

ー
ト
だ
っ
た
が
、
今
後

県
道
35
号
線
か
ら
県
立
大

野
病
院
・
佐
山
歯
科
医
院

Ｂ
Ｗ
Ｒ
訓
練
セ
ン
タ
ー
を

通
り
６
号
線
に
合
流
す
る

ル
ー
ト
に
変
更
し
た
。

こ
の
ル
ー
ト
沿
に
速
や

か
に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設

け
、
不
審
者
の
立
入
り
を

制
限
す
る
。

夜
間
の
原
発
作
業
員
の

交
通
ル
ー
ト
も
国
道
６
号

線
の
み
と
す
る
。

な
お
、
こ
の
規
制
に
よ

り
バ
リ
ケ
ー
ド
も
町
内
に

３
２
０
カ
所
程
度
設
置
す

る
の
で
、
日
中
立
入
り
さ

れ
る
町
民
の
皆
様
に
は
大

変
不
自
由
を
か
け
る
が

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
町
独
自
で
防
犯

カ
メ
ラ
等
の
設
置
を
考
慮

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。

既に設置されたバリケード
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お
金
を
も
ら
え
ば

全
て
が
解
決
す
る
と
い
う

よ
う
な
単
純
な
問
題
で
は

な
い
。
町
民
の
な
か
に
も

い
ろ
い
ろ
な
考
え
の
人
が

お
り
、
十
人
十
色
で
あ

る
。
大
熊
町
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
双
葉
郡
全
体
、

ま
た
県
全
体
と
し
て
ど
う

あ
る
べ
き
か
議
論
し
て
い

る
。災

害
公
営
住
宅
に
つ
い

て
も
国
や
県
に
要
望
し
て

い
る
。
居
住
環
境
を
確
立

す
る
こ
と
が
最
優
先
課
題

だ
と
思
っ
て
い
る
。

賠
償
も
決
し
て
満
足
は

し
て
い
な
い
。
か
と
い
っ

て
今
の
賠
償
を
倍
額
し
ろ

と
妥
協
点
を
見
い
だ
せ
な

い
ま
ま
平
行
線
で
い
く
と

何
年
先
に
な
る
か
わ
か
ら

な
い
の
も
事
実
。
今
が
大

事
だ
と
い
う
人
も
多
い
。

今
の
よ
う
な
形
で
賠
償
を

進
め
た
い
。

　
　
戻
ら
な
い
決
断
を

し
た
住
民
が
自
分
の
財
産

を
管
理
、
ま
た
は
処
分
が

で
き
な
い
場
合
、
町
の
将

来
計
画
上
の
支
障
が
発
生

す
れ
ば
対
応
策
は
必
要
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

国
の
方
針
は
賠
償
を
す

す
め
る
こ
と
で
あ
り
、
さ

ら
に
買
い
上
げ
る
と
い
う

方
法
は
現
実
的
に
は
考
え

に
く
い
と
思
う
。

　
　

町
民
が
一
番
求
め

て
い
る
の
は
衣
食
住
。
衣

食
住
の
源
は
資
金
、
お
金

で
あ
る
。
今
の
賠
償
額
で

は
生
活
再
建
は
で
き
な

い
。
20
年
、
30
年
後
に
は

皆
貧
乏
で
死
ん
で
し
ま

う
、
参
っ
て
し
ま
う
の
が

目
に
見
え
る
。
や
は
り
最

後
は
お
金
で
あ
る
。
一
律

国
の
買
い
上
げ
補
償
し
か

な
い
と
思
う
。

　
　

他
町
村
と
は
桁
外

れ
の
高
線
量
放
射
線
に
汚

染
さ
れ
た
大
熊
町
は
、
人

間
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
で
は
な
い
。
そ
の

よ
う
な
土
地
へ
の
帰
還

を
、
国
や
自
治
体
が
推
し

進
め
る
こ
と
が
絶
対
に
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
現
状
で
は
全
く
そ

の
通
り
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
こ
の
段
階
で
避
難
指

示
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
。

山
林
や
水
資
源
、
イ
ン

フ
ラ
部
分
で
は
課
題
が
残

っ
て
い
る
が
、
生
活
基
盤

の
整
備
も
含
め
た
第
二
次

復
興
計
画
を
策
定
し
帰
還

を
可
能
と
す
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
使
命
で
あ

る
。

　
　

国
は
国
策
と
し
て

の
責
任
を
果
た
す
た
め
に

も
、
戻
ら
な
い
こ
と
を
決

断
し
た
住
民
に
対
し
一
律

に
土
地
家
屋
の
買
い
上
げ

補
償
を
す
る
べ
き
。

　
　

大
熊
町
の
土
地

家
屋
等
を
、
国
が
一
律
買

い
上
げ
補
償
す
る
よ
う
要

望
す
べ
き
で
あ
る
。

原
発
の
廃
炉
作
業
も
課

題
が
山
積
し
て
お
り
、
作

業
は
高
線
量
の
も
と
で
危

険
困
難
を
極
め
る
。
完
全

収
束
は
い
つ
に
な
る
か
計

り
知
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
中
間
貯
蔵
施

設
は
30
年
後
に
引
き
受
け

る
他
の
自
治
体
が
現
れ
な

い
限
り
、
半
永
久
的
に
管

理
す
る
こ
と
に
な
る
。

復
興
に
向
け
た
町
長
の

「
帰
り
た
い
人
が
い
る
以

上
は
時
間
を
か
け
て
も
帰

れ
る
環
境
を
つ
く
る
、
中

間
貯
蔵
施
設
は
決
し
て
町

民
が
住
め
な
く
な
る
よ
う

な
認
識
は
持
っ
て
い
な

い
」
こ
の
基
本
理
念
は
理

解
で
き
る
が
、
こ
の
辺
で

軌
道
修
正
も
し
く
は
方
向

転
換
を
図
る
時
期
が
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

大
熊
町
の
中
で
も

高
線
量
区
域
も
あ
れ
ば
比

較
的
低
線
量
の
区
域
も
あ

る
。今

後
、
除
染
が
進
ん
で

も
帰
還
が
難
し
い
所
が
生

ず
る
可
能
性
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

居
住
可
能
な
線
量
に
な

っ
た
と
し
て
も
、
遠
い
将

来
の
話
で
あ
れ
ば
今
を
生

き
る
我
々
に
と
っ
て
帰
還

で
き
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。考

え
方
は
人
に
よ
っ
て

も
、
置
か
れ
て
い
る
立
場

や
状
況
に
よ
っ
て
も
異
な

る
。
町
で
は
強
制
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
最
終
的

に
は
町
民
各
人
が
判
断
す

る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
復
興
に

向
け
て
の
理
念
に
関
す
る

私
の
考
え
方
は
全
く
変
わ

り
が
な
い
。

問

答

堀
川

堀
川

堀
川

堀
川

町
長

町
長

町
長

町
長

堀
川
　
亘
夫 

議
員

　 土地、家屋の買い上げ補償を国に要望すべき

　 国は賠償を進める方針、大熊町だけの問題ではない

一  

般  

質  

問
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定
例
会
で
の
町
政
一
般
質
問
者
が
確

定
す
る
と
広
報
公
聴
常
任
委
員
会
の
出

番
で
す
。
発
行
日
の
確
認
と
何
ペ
ー
ジ

で
発
行
す
る
か
。
表
紙
の
写
真
は
何
を

題
材
に
す
る
か
。
２
～
３
ペ
ー
ジ
の
見

開
き
に
何
を
も
っ
て
く
る
か
。
誰
が
ど

こ
を
担
当
す
る
か
を
決
め
ま
す
。

　

原
稿
の
し
め
切
り
日
を
設
定
し
、
印

刷
屋
へ
入
稿
、
そ
の
後
週
１
回
ペ
ー
ス

で
３
回
ほ
ど
「
わ
か
り
や
す
く
、
読
み

や
す
い
、議
会
だ
よ
り
」
に
編
集
し
ま
す
。

　

今
回
は
一
般
質
問
者
１
人
１
ペ
ー
ジ

に
し
ま
し
た
。
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

石
田　

洋
一

編
集
後
記

傍聴に来てください
９月定例議会は10日からの予定です

私
た
ち
武
扇
会
は
「
和
づ
く
り　

仲
間
づ
く
り　

健
康
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
30
年
に
な
り
ま
す
。

23
・
３
・
11
の
大
震
災
と
そ
の
後
の
原
子
力
事
故

の
た
め
、
現
在
は
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
で
す
が
昨
年
４

月
よ
う
や
く
会
津
若
松
市
在
住
の
方
々
を
中
心
に
10

名
で
扇
町
仮
設
集
会
場
を
お
借
り
し
練
習
に
は
い
り

ま
し
た
。

浪
江
町
在
住
（
現
福
島
市
）
の
長
岡
仁
子
先
生
（
家

元
）
が
月
１
回
ご
指
導
に
通
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
大
熊
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
通
し
て
、

会
津
若
松
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
芸
能
発
表
会
に

招
待
を
頂
き
「
夢
の
舞
台
」
で
も
あ
り
ま
し
た
「
会

津
風
雅
堂
」
で
舞
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
の
発
表
会
で

は
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
で
、
い
わ
き
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
発
表
会
で
は
い
わ
き
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
舞

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

委

員

長
　
　
加
藤
　
良
一

副
委
員
長
　
　
阿
部
　
光
國

委
　
員
　
　
廣
嶋
　
公
治

委
　
員
　
　
伊
藤
　
昌
夫

委
　
員
　
　
仲
野
　
　
剛

委
　
員
　
　
吉
岡
健
太
郎

委
　
員
　
　
石
田
　
洋
一

発
行
責
任
者
　
　
千
葉
　
幸
生

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

役場２階議場前で簡単な
説明を受け気軽に傍聴で
きます。

こ
れ
も
大
熊
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
大
熊

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
お
陰
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

今
年
２
月
に
は
「
サ
ン
ラ
イ
ト
お
お
く
ま
」

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
よ
り
要
請
が
あ
り
、
３
日
間

慰
問
に
上
が
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
き
私
た
ち
も
嬉
し
く
な
り
ま
し

た
。長

引
く
避
難
生
活
の
中
で
心
身
共
に
気
弱

に
な
り
が
ち
で
す
が
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
て

続
け
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。松

本　

妙
子

サークル紹介

大熊武扇会


